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地域情報学は,多 様 な地域研究資料の知的関連付けや定量的分析 を実現す るための情報 学的手法 の研究開発

を目的として いる.特 にデー タの時空間属性に注 目した情報モデル,分 析手法,情 報処理 ッールの研究開発を

進めて いる.本 稿では,京 都大学地域研 究統合情報セ ンター とH-GIS研 究会が開発中のデー タベー ス,資 源共

有化 システム,時 空 間情報処理 ツール,デ ジタル地名辞書およびオン トロジーッールの概要 を述べ る.

Development of Spatiotemporal Tools for Area Studies

     Shoichiro  Hara', Tatsuki Sekino2, Masatoshi Kubo3, Mamoru Shibayama4 
"Kyoto University , 2Research Institute for Humanity and Nature, National Museum of Ethnology

 Area informatics aims at developing information methods to quantify data, to process data mining, 
and to reveal new relations between data. Area informatics has put a special emphasis on time and place 
aspects of data, and has developed some information models, algorithms, and tools to manipulate 
spatiotemporal data. This paper introduces databases, resource sharing systems, spatiotemporal data 
analysis tools, digital gazetteers, and ontology tools that the Center for Integrated Area Studies and H-
GIS Research Group have developed.

1.は じめ に

地域研究は,地 域の文化的 ・社会的な構造を

人間活動とともに様々な視点から総合的に理解

する学問領域であり,地 域を 「読み」(資 料の

把握 ・収集)、 「解き」(分 析 ・理解)、 「語

る」(公 開 ・発信)研 究が,基 本的には研究者

の興味に基づいて展開されてきた.地 域研究は

歴史 ・地理 ・政治 ・経済学 ・文化人類 ・環境等
の研究領域を包摂しているため,一 人の研究者

が相手にすることは不可能であり,多 数の専門

家による様々な角度からの議論が必要とされて

いる.し かし,方 法論や視点の異なる専門家の

連携は極めて困難である.ま た,従 来の地域研

究では,民 族誌のような定性データは解釈的に,

気象観測のような定量データは数値的に処理さ

れており,両 者を上手く統合 ・活用していると

は言い難い.こ れらが地域の総合的な理解を阻

む要因となっていたと考えられる.

情報学とは,明 確な 「ノルム」と 「手続き」
を導入し,多 様なデータを 「比較 ・再現」可能

な状態で 「客観的」に処理する手法に関する学
問である.こ の情報学的手法を地域研究の一領

域として位置づけ,地 域研究データを計量的に
処理する試みを地域情報学(areainformatics)と
呼んでいる口】.言い換えると,地 域情報学は地

域研究における数理情報の役割を重視 し,こ れ
を積極的に活用する方法論の開発を目指 してい

る.計 量化の導入により,定 性データと定量デ
ータの統合利用と,客 観的かつ再現性のある分

析が可能 となる.こ れにより,異 分野研究者間
の連携と地域研究データの有効活用を実現し,

総合的な地域像を客観的に構築できることが期
待される.京 都大学地域研究統合情報センター

(以下,CIAS)[2]お よび筆者らが組織している
H-GIS研 究会(HumanitiesGIS,以 下,H-GIS)

[3]では,地 域研究資料を計量的に扱うために,
事象の時空間属性に注目した地域研究情報モデ
ル,デ ータベース,資 源共有化システム,時 空

間情報処理ツール,デ ジタル地名辞書,オ ント
ロジーツール等の研究開発を進めてきた(以 下、

地域研究情報基盤).
本稿では,CIASお よびH-GISの 研究成果を中

心に,第2章 で地域情報モデル,第3章 でデー
タベース,第4章 で資源共有化システム,第5
章で時空間情報処理ツール,第6章 でオントロ
ジーツールについて述べる.最 後に第7章 で地

域研究情報基盤の全体像と今後の展開について
考察する.

2.地 域 情報 モ デル

地域研究のプロセスを,情 報のフロー,情 報

学的研究課題およびッールの視点から整理 した
モデルを図1に 示す.ま ず地域情報学には2つ
の側面がある[4].一つ めは地域研究資料の組織

化であ り,臨 地研究における資料の発見 ・把
握 ・収集から、データベース化,さ らに資源共
有化までの過程が対応する.標 準化動向調査に

始まり,情 報管理学,メ タデータ,符 号化技術,
データベース論等が研究課題となる.二 つめは
地域研究資料の分析であり,組 織化された資料
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図1。 地域情報モデル

か ら地域に関する仮説を形成する過程が対応す
る.計 量化,可 視化,統 計解析,時 空間解析,
シミュレーション等の数理的分析が研究課題と

なる.仮 説は臨地研究ヘフィー ドバックされ,

情報のサイクルを形成する[5].地 域研究は,こ
れ らのサイ クル におけるデータの収集 ・組織
化 ・共有化 ・統合 ・分析の各過程を,定 量的に

進める手法の確立を目的としている.
これまでは,資 料の時空間属性に着 目した計

量化 と分析手法の開発および情報処理ツールの

構築を進めてきた.そ の際 資料の内容を主題
軸 ・空間軸 ・時間軸の3次 元空間で表現してい
た(図1の 右枠内).
主題軸は資料を語彙に従って配列するもので

ある.こ れはデータベースに相当する.し かし,
タイ トル,著 者名,主 題等が中心のメタデータ
では,時 空間情報を上手く扱 うことができない.

資料の内容に関する時空間情報を記述できるメ
タデータの定義と,こ れ を処理できるデータベ
ースが必要である(第3 ,4章 参照).

空間軸は資料を位置に従って配列するもので

ある.こ れは地図に相当する.主 題軸と空間軸

が形成する空間には,行 政界地図,土 地利用図,

患者発生地図等の様々な主題地図が存在する.

空間情報処理ツールは,多 様な主題地図をコン

ピュータ上で表示したり,重 ね合わせたり,空

間的演算を行ったりするソフトウェアであり,

地理情報システムとも呼ばれている.CIASと

H-GISで はHuMap[6]と 呼ばれる空間情報処理ツ
ールを開発している(第5章 参照) .

時間軸は資料を時間に従って配列するもので

ある.こ れは年表に相当する.主 題軸と時間軸

が形成する空間には,日 本史,朝 鮮史,中 国史,

タイ史等の様々な主題年表が存在する.空 間情

報処理ツールに相当し,複 数の主題年表をコン
ピュータ上で表示 したり,並 べた り,時 間的演

算を行った りするソフトウェアの事例は少なく,
H-GISで はHuTime[7]と 呼ばれる時間清報処理ツ
ールを開発している(第5章 参照) .

時空間情報の組織化や解析にはオントロジー

技術の導入が重要であると考えている.H-GIS

では時空間関連語彙の組織化を目指して,地 名

辞書と暦日テーブルの2種 類の辞書の構築を継

続 している.ま たCIASで は語彙に基づいたデ
ータの関連づけに関して,TopicMapsの 利用研

究を進めている(第6章 参照).

3.地 域 研 究デー タベー ス

データベースは多様な研究資料を組織化する

ための要である.本 章では,CIAS等 が中心に開

発中の 「京都大学研究資源アーカイブ」につい

て,特 にメタデータの視点から述べる,

3.1ア ーカイブシステムとメタデータ

京都大学研究資源アーカイブは,研 究者が収
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集 ・作 成 した 地 図 ・写 真 ・フ ィー ル ドノー ト等

の コ レ クシ ョ ン を組 織 化 す るた め の 情報 シス テ

ム で あ る.こ の シス テ ム で は,資 料 一 点 ご との

書 誌 用 メ タ デ ー タ と し てMODS(Metadata

ObjectDescriptionSchema)Ig]を 採 用 し た.

MARC(MAchineReadableCataloging)[9]よ りも

構 造 が 単純 で あ りな が ら,DublinCoreMetadata

ElementSet(DCMES)[10]よ り も詳細 な 記述 が

可能 なMODSの 特 徴 を評価 した た めで あ る.

と ころ で コ レク シ ョ ン を扱 う場 合,資 料 一 点

ご と の 目 録 だ け で は 不 十 分 で あ り,資 料 の 出

所 ・来 歴 や 資 料 間 の 依 存 関 係 等 も記述 す る必 要

が あ る.そ の た め の ア ー カ イ ブ 用 メ タデ ー タ と

してEAD(EncodedArchivalDescription)[11]を

採 用 して い る。

EADで は写 真 等 の デ ジ タル 資 料 をItem要 素 に

割 り 当て る.こ れ に 加 え て デ ジタ ル 資料 全 体 に

関 す るデ ー タ,資 料 一 点 ご との 書 誌デ ー タ,資

料 問 の 依 存 関 係 を 示 す デ ー タ,デ ジ タル 化 に関

す る技 術 デ ー タ も同 時 に 記 述 す る必要 が あ る.

そ の た め の標 準 メ タ デ ー タ と して,こ の シス テ

ム で はMETS(MetadataEncoding&Transmission

Standard)[12】 を採 用 して い る.

3.2時 空 間 メ タ デ ー タ

資 料 の 内 容 を標 準 メタ デ ー タ の 基本 要 素 の み

で 記 述 しよ うと す る と,直 ち に 問 題 とな るの が

場 所 と時 間 の扱 い で あ る.こ れ は標 準 メ タデ ー

タ にお いて,時 空 間 情 報 を記 述 す る 要素 の種 類

が 少 な い こ とに 起 因 す る.京 都 大 学研 究 資 源 ア
ー カイ ブ の場 合

,EADやMODSの よ う に,記 述

要 素 の 種 類 が 豊 富 な メタ デ ー タ を組 み合 わ せ て

い るの で,時 空 間 情 報 の 記 述 は比 較 的容 易で あ

る.例 え ば 空間 情 報 はMETSの 要 素 を利 用 して

以 下 のよ うに記 述 して い る。

<?xml  version="1.0" encodin ="UTF-8"?>
〈mets:mets※ 名前空 間 の記 述 は省略〉

<mets:metsHdrCREATEDATE="2008-10-18"

LASTMODDATE="2008-10-20"〉 ①

</mets:metsHdr>

〈wets=dmdSeclD="DMD2"〉 ②

〈mets:mdWrapMDTYPE="MODS"〉
<mets_xmlData>

<mods:mods>
〈mods;tit]eTnfc)〉

<mods:title>[SLIDEFILEJ1970s貝 葉 調 査 タ イ

</mo(is:title.

<mods:subjecC>

<cartographics>③

〈!一一(NW)1at.,lon.一 薗〉

<coordinates>

19.518375478601556,98.3056640625
</coordinates>

〈!一一(SE)lat. ,lon,一 一〉
<coordinates>

18.646245142670608,102.4365234375
</coordinates>

</cartographics>

</mods:subject>

</mets:dmdSec>

</mets:mets>

こ こで,metsHdrr要 素(①)に はデ ジタ ル資 料

全 体 の書 誌 デー タ を 記述 す る.dmdSec要 素 には

デ ジ タル 資 料 の 保 存 情 報 を記 述 す る.保 存 情 報

は,デ ジタ ル資 料 が 関係 して い るEAD要 素 と,

デ ジタル 資料 一 点 ご とのMODSデ ー タか ら構 成

され る.例 え ば② で は デ ジ タ ル資 料 の タイ トル

が 「[SLIDEFILE]1970s貝 葉 調査 タイ 」 で あ る

こ とを 示 して い る.時 空 間 情 報 はmods:subject

要 素 内 に記 述 して い る.③ は 空間 情 報 の記 述 例

で あ り,coordinates要 素 内 に緯 度 と経 度 情報 が

記 述 され て い る.

図2に 京 都 大 学研 究 資源 アー カイ ブ によ る検

索 例 を示 す.メ タデ ー タ 内 に 時空 情 報 が記 述 さ

れ て い る とS図 左 側 の よ うに 地 図検 索 画 面 上 に

マー カが 現 れ る.こ れ を選 択 す る と図 右側 の よ

う にコ レクシ ョン情 報 が表 示 され る.

図2.京 都大学研究資源アーカイブによる時空間情報検索例
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4.資 源共有化システム

資源共有化システムは,イ ン
ターネッ ト上の多様なデータベ
ースを単一のデータベースに見

せ る仕掛けである[13】.資源共

有化 システムの例としては,人
間文化研究機構(以 下,NIHU)

研究資源共有化システム[14],
CIAS地 域研究資源共有化データ
ベース[15]等がある.

データベースのメタデータは

それぞれ異なっているが,意 味

的に共通 したデータ項目も多い.

そ こで,多 くのメタデータに共

通なデータ項目か らなる 「共有

化メタデータ」を定義す る.そ
の上で,各 データベースのデー

タ項 目か ら意味的に対応する共

図3C】AS地 域研究資源共有化データベースの検索例
titleに 「river」という文字列 を含む資料の検 索を要求(①)し た結果,英 国議会

資料地図データベースか ら73件,タ ミール 映画 データベースか ら2件 のヒッ ト
があ った(②).こ こで特定 の レコー ドを選択 し,更 に詳細表示 を指示す る

と,詳 細な書誌情報や画像 データ等 を表 示する ことができる(③ お よび④)。

有化 メタデータのデータ項目へのマッピングを

行い,「 共有化メタデータベース」を構築する.

資源共有化システムでは,こ の共有化メタデー

タベースを検索する.つ まり,資 源共有化シス

テムの利用者には,資 源共有化システムが共有

化 している全データベースが,単 一のメタデー

タ構造であるかのように見える.こ れが資源共

有化システムの基本な仕掛けである.NIHUシ
ステムではDCMEL,CIASシ ステムではMODS

が共有化メタデータとなっている.図3にCIAS

地域研究資源共有化データベースの例を示す.

資源共有化システムにおいても,要 素数の少

ないメタデータを利用している場合は,時 空間

情報の扱いが問題 となる.NIHUの システムで

はDCMELを 利用しているため,Coverage要 素
の内部を拡張 して,時 空間情報を詳細に記述で

きるような工夫をしている.

5.時 空 間情 報処 理 ツー ル

データベースに組織化された資料を分析する
ッールとして,CIASとH-GISで はHuMap(空

間情報処理用)お よびHuTime(時 間情報処理
用)の2種 類のツールを開発している.

5.1時 空間情報処理ツールの概要

最初にツールの共通機能を整理する.ツ ール

は以下の部分から構成されている.
・データビュー:レ イヤデータ(地 図あるいは

年表)の 表示や資料選択等の操作を行う.
・プロジェク トビュー:レ イヤやプロジェクト

(一括操作の対象となるレイヤ集合)の 階層

的表示と表示編集等の操作を行う.
・レイヤプロパティ:レ イヤの状態(コ ロプレ

スマップの凡例等)を 示す.

・タ イ ム ス ラ イ ダ:デ ー タ ビュ ー に表 示す る資

料 の時 間 範 囲 を指定 す る.
・メ ニ ュ ー バ ー:時 空 間情 報処 理 ツ ー ルが 提 供

す る処 理 機能 を まとめ た部 分
・ッ ール バ ー:便 利な 機能 を ま とめた 部 分

時 空 間 情 報処 理 ツー ル で は,デ ー タ フ ァイ ル,

レイ ヤ フ ァイ ル,プ ロ ジ ェ ク トフ ァイ ルが 必 要

で あ る.デ ー タ フ ァイ ル は時 空 間 お よ び画 像 デ
ー タ 用で あ る.時 空間 デー タ と してCSV,EVIL,

ESRIShapeFile(HuMap)が 利 用 で き る.時 間デ
ー タ の記 述 は グ レゴ リオ暦(HuTimeは 和 暦等 も

可 能),空 間デ ー タ の記 述 はWGS84基 づ く地

理 座標 系 で10進 表 記 で あ る(HuMapはUTM等

も可 能).画 像 デー タ と してJPEG2000,JPEG,

GIF,TIFF,PNGが 利 用 で き る.

レイ ヤ フ ァイ ル に は,デ ー タ フ ァイ ル と表 示

に 関 す る メ タデ ー タ が 記述 され て い る.一 つ の

デ ー タ フ ァイ ル に一 つ の レイ ヤ フ ァイ ル が必 要

で あ る.プ ロ ジ ェ ク トフ ァイ ル に は,デ ー タ ビ

ュー の構 成 等 に関 す るメ タデ ー タが 記 述 され て

い る。

図3時 空問情報処理ツールの構造
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図4HuMapに おける基本表示の例
行政界 地図 レイ ヤの上に活断層地 図レイ ヤと地震記 事 レイヤを重ね たもの
であ る.行 政界地 図 レイヤは多 角形 データの例であ り,各 多角形(行 政単

位)に はID,市 町村 名,面 積,人 口な どの 属性情報 が関連付け られてい
る.活 断層地図 レイヤ は線デー タの例 であ り,各 線(断 層〉 にはID,変

位地形,変 位基準 などの属性情報が 関連付 け られ ている.地 震記事 レイヤ
は点デ ータの例 であ り,各 点(地 震記事)に はID,位 置,記 事 データベ
ースへのURLな どの属性情報 が関連づ けられて いる.

5.2HuMap

HuMapは 空 間 情 報 処 理 用 の クライ ア ン トソ フ

トで あ り,シ ドニ ー 大 学 のTimeMapPr(eject[16]

のTimeMapを 参考 に開発 を始 め た.TimeMapは

時 間 情 報 を処 理 で き る も の の デ ー タ可 視 化 ツ ー

ル にす ぎ な い.そ こでTimeMapの 特徴 を活 か し

つ っ,空 間 情 報解 析 や デ ー タ ク リア リ ン グハ ウ

ス 連 携 等 の 機 能 を 実 装 し、 空 間 情報 処 理 ツ ー ル

と して の体 裁 を整 えた ツ ー ルがHuMapで あ る.

最新 版 は独 自の ソ ー ス コー ドで ある.

(1)HuMapの 機 能

HuMapは,デ ー タ可 視 化機 能 に加 えて,以 下 の

よ うな 特 徴 的な 機 能 を持 って い る.
・複 数 レ イ ヤ に 対 して 表 示,非 表 示,削 除 等 の

操作 を一 括 して 実 行 す る プ ロジ ェ ク ト機 能

・時間検索機能
・SQL検 索機能

・バッファリング等の空間情報処理
・クリッピング等のレイヤ間演算

・アニメーション機能
・JAVA言 語で作成されたプログラム

をHuMapか ら実行するJAVAプ ラ

グイン機能
・レイヤに対するアノテーション機能

・データクリアリングハウス連携機能

(2)HuMapの 空間情報処理
HuMapの 基本的な表示例を図4に

示す、行政界や断層図等のレイヤを

重ね書きしてお り,こ れ らの可視化

清報か ら,ど の町の下を活断層が走

っているか等を鳥瞰できる.HuMap

では空間範囲を指定 した検索ができ

る.図4で は地震記事レイヤのある

領域を矩形選択し,そ の範囲に含ま
れている地震記事のデータを表示し

ている(図 右上のテーブル).さ ら

にテーブルから記事を選択すると,記 事データ
ベースへのDを 利用 して記事の内容を表示す

ることもできる(図 左側のテキスト領域).

HuMapの 検索は各レイヤのデータテーブルに

対して実行される.検 索法としてはGUIを 利用

した簡易検索機能に加えて,SQLに よる検索も

可能である(図5).

空間データに対する特徴的な情報処理として
バッファ操作がある.こ れは地物の周辺から一

定距離の領域を計算する操作である.ク リッピ
ングはレイヤ間演算の例であり,や はり空間デ
ータに対する情報処理法の一つである.こ のよ

うな空間情報処理と通常の統計処理を組み合わ

せることにより(図6),景 観解析等を行うこ

とができる[1η.

図5SQL検 索 例

図5と 同 じ行政界 レイヤのデー タテーブルに対 して
Select*fc)rmMapwhereMap.人 ロ>100000

というSQLを 実行 している.つ まり,人 口が100000人 よ

り多 い市町村 をデー タペースか ら検索 し,そ れを地 図上で
ハイ ライ ト表示 している.

図6バ ッ フ ァ 操 作 お よ び ク リ ッ ピ ン グ 例
太線 の領域 は,奈 良盆地 内の各河 川か ら300m以 内の領域

を示 す.こ の レイヤ を使 って式 内社の分布 レイヤを クリッ

ピングす ると,河 川か ら300m以 内にあ る式内桂を抽出で
きる.丸 点が抽 出された神 社を示 している.
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図7HuTimeに お け る 基 本 表 示 の 例
西暦1800年 か ら1950年 までの3種 類のデータを表示 している,HuTimeで

は,文 字 列デ ータ,数 埴データ である点 グラフ,折 れ線 グ ラフ,棒 グラフな
どを組 み合わせ て扱 うことがで きる.さ らにHuTimeで は,従 来 の年表表示

ソフ トウェアで は扱えなか った元号や閏 月を含む 暦を扱 うこともでき る.

5.3HuTime

HuTimeは 時 間情 報処 理 用 の ク ライ ア ン トソ フ

トで あ る.類 似 の ツー ル と して はMITのSMILE

プ ロ ジ ェ ク トにお け るTimeline[18]な ど開発 事

例 は少 な い.

(1)HuTimeの 機 能

HuTimeは 以 下 のよ うな機i能を持 って い る.
・年表 を レイ ヤ と し,こ れ らを並 べ て可 視化 す

る機 能

・文字 列 デ ー タ,折 れ線 グ ラフ,棒 グ ラ フな ど

多彩 な デ ー タ 表 示機 能
・時 間領 域 にお け る デー タ の ズー ム イ ン ・ズー

ム ア ウ ト機 能
・複 数 の暦 に対 応 可 能

。GUIを 利 用 した時 間検 機 能

・レイ ヤ 問 の論 理 演 算機 能

・プロ ジ ェク ト機 能

(2)HuTimeの 時 間 情報 処 理

HuTimeの 基 本 的 な 表 示 例 を図7

に 示 す.複 数 の年 表 を 同 じ時 間軸上

で 並 べ る こ とによ り,事 象 の共 時性

や 周期 性 な ど を視 覚 化 して いる.

図8は3つ の年 表(滋 賀県 災 害史,

彦 根 の 日 降 水 量 と 平 均 風 速)を

HuTimeで 表 示 した も ので あ る(図

中1か ら3段 目).以 下で は,こ の

例 を使 ってHuTimeの 時 間 情報 処理

につ いて 説明 す る.

HuTimeに お け る検 索 と は,年 表

か ら特 定 の 条 件 を満 たす 事 象 を抽 出

し,新 しい年表 を作 成 す る操作 で あ

る.図 中4段 目の 年 表 は,日 降 水量

が10㎜ 以 上 の 日を抽 出 して い る.

同 様 に5段 目の年 表 は,平 均風 速 が

5m/秒 以上 の 日を抽 出 して い る.

マ ス ク操作 はHuTime特 有 の機能

であり,マ スクの生成,マ スクの加工,マ スク

による情報抽出の3つ の段階からなる.マ スク

の生成は検索操作と同じである.上 記の検索例

では,日 降糧 が10㎜ 以上の期間と,平 均風

速がSm/秒 以上の期間の2つ のマスクを生成し

ている(図 中4お よび5段 目)。
マスクの加工では,解 析の目的に合わせて,

関連するマスク間で論理演算を行う.こ の例で
は,4段 目と5段 目のマスク間で論理積演算を

行っている.生 成されたマスクが6段 目のレイ

ヤであり,日 降水量10mm以 上かつ平均風速が

Sm/秒 以上の期間を意味している.
マスクによる情報抽出は,作 成したマスクを

使って年表から必要な情報を抜き出す作業であ

る.図 では6段 目

のマスクと一段目

の滋賀県災害誌の

間で論理積をとり,

日降水量10㎜ 以

上 か つ平均 風速

Sm/秒 以上の期間

に関する災害記録

を抽出している.

この結果が図の最

下段である.こ れ

より,滋 賀県の場

合,大 雨 ・強風と

いう条件のもとで

最も多い災害は雪

害であることが分

かる.
図8HuTimeに よる時間情報処理の例
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6.オ ン トロ ジー ツー ル

地名や時間情報を処理する際の問題点として,

同名異地や複数暦法の問題等がある.ま た同じ

対象であっても,研 究領域ごとに用語が異なる

ようなこともある.こ のように,地 域研究資料

の利活用を図る上で,語 彙の組織化は重要であ

る.こ の問題に対してはオントロジーの利用が

有効であると考えている.以 下では語彙辞書構

築とTopicMaps利 用の事例研究について述べる.

6.1地名辞書 と暦 日テーブル

場所の表現法には地名,住 所,緯 度 ・経度な
ど,時 間の表現法にも和暦,西 暦年,ユ リウス

通 日などと多様である.時 空間情報処理ツール

を利用する場合,地 名は緯度 ・軽度,時 間はグ

レゴリオ暦に計量化されている必要がある、そ

のための支援ツールとして,地 名辞書と暦日テ
ーブルの構築を進めている。

地名辞書は,地 名に関する位置および関連情

報をリス ト化したもので,シ ソーラスの機能を

果たす.構 築中の地名辞書には,大 日本地名辞

書(増 補版:吉 田東吾著,冨 山房,第 一巻)の

見出し語地名,式 内社名(延 喜式神名帳)お よ

び寺院名(日 本寺院総鑑)が 登録されている.

さらに迅速図および仮製図からの地名収集を進

めている.現 時点で約19000地 名を収録してい

る.デ ータ項目は,記 載地名とヨミ,そ の位置

を包含する旧地名とヨミ,現 在の比定地名とヨ

ミ,比 定地の緯度 ・経度,地 名属性,備 考等で

ある.図9に 地名辞書による検索例を示す[19].

暦 日テーブルは各暦日の対応表である,ユ リ

ウス通日をキーとして,こ れに各暦の日付を対

応させている.現 時点では,和 暦,ユ リウス歴,

グレゴリオ歴,中 国暦が登録されている.
6.2Topic　 Maps

地域の 「理解」を 「域に関する事象 ・事物 ・

図10　 TopicMapsの 例
これ は図2の アーカイブ資料に関するTopicMapsの 例であ

る.こ の アーカイ ブでは資料を箱,箱 の中のフ ァイル群,

ファイル の中の シー ト群,シ ー トの中の写真群 とい う階層
で整 理 してい る.TopicMapsも この階層構造に従い箱,フ

ァイル,シ ー ト,写 真を主題 とし,こ れ らをcontained-inと
いう関連 で結び つけている.ま た写 真にはイベ ント(撮 影

目的等),カ テ ゴ リ 〈キーワー ド等)、 場所の属性がある
の で,TopicMapsで もイベ ント、カテゴ リ、場所 という主

題 とphoto-category等 の関連を定 義 している.

概 念 な どの 間 の 明 示 的 な 関連 づ け」 捉 え る と、

オ ン トロ ジー は体 系化 の枠 組 み と して 重要 で あ

る と考 え られ る[20]。 オ ン トロ ジー の記 述 法 と

して はセ マ ンテ ィ ックWebやTopicMapsな どが

提案 され て い るが,CIASで は記 述 が 比較 的単 純

なTopicMapsの 利 用 を試 みて い る[21].

TopicMapsで は知 識 を主題,主 題 間 の関連,

主 題 に関 す る リ ソー スへ の リン クの 集 合 で表 現

す る.図10は,図2の ア ー カ イ ブ 資 料 を,

TopicMapsで 記 述 した 例 で ある.

図9地 名 辞 書 の検 索 例
相国寺(現 京都市上京区)を 検索した例.右 上は詳細結果,
左下は地図による位置表示。

図11　 TopicMapsの 可 視 化 例

カテ ゴリが 「パゴダ」の写真 を集めた例であ る.こ こで

写真01-01-09-006の 関連 を辿 ると,こ れはLOPBURI
NAKHONPRATHOMの 子供 に関す る写真 である ことな

どが分か る.
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可視化ツールを利用することにより,主 題間
の関連を俯瞰 したり,主 題間を移動したり,特

定の主題に関する資料をまとめたりすることな
どができる.図11はOntopia[22]と いうTopic
Mapツ ールを使ってアーカイブの写真資料を可

視化した例である.

7.考 察

地域情報学の展開を目指 した地域研究情報

基盤の構築 を進 めている.デ ータベースシス

テムと資源共有化システムの開発は概ね終了し,

CIASお よびH-GISの ホームページから公開さ

れている.た だし,時 空間属性の扱いについて

はさらなる考察が必要である.

空間情報処理用の市販/フ リーのツールは多

く公開されているが,HuMapに は時空間情報

の可視化機能,空 間情報処理機能,デ ータク

リアリングハウス連携機能等の特徴が ある.

さ らにHuT"uneと の連携によ り,本 格的な時

空間情報処理が可能 となる.つ ま り,特 定の

資料を空間的な視点から俯瞰 ・分析す る際に

はHuMapを 利用 し,同 じ資料を時間的な視点

から俯瞰 ・分析 したけれ ばHuTimeに 切 り替

え,時 間情報 と空間情報を同時に処理できる

ようにする.こ れは,地 域研究のよ うに多様

な資料を扱 う研究領域用の支援ツールとして

は,必 須要件であると考える.こ の機能を実

現するために,HuMapとHuTuneの レイヤフ

ァイル とプロジェク トファイルの共通化を進

めている.な お,HuMapとHuTimeは 今年度

中に公開する予定である.

オ ン トロジーに関しては,地 名と暦 に関す

る語彙の組織化 を進めている段階である.地

名辞書 については,H-GISの ホームページか

ら公開 している.一 般的な語彙(主 題)に つ

いては取 り組みを開始した ところである.地

名辞書 ・暦 日テーブルと各データベース ・資

源共有化 システム ・HuMap・HuTimeと の連携

は必須であ り,SOAPに よる情報連携 を考え

ている.知 識の記述法についてはTopicMaps

の利用 を試み ているが,ResourceDescription

Framework(RDF)/WebOntologyLanguage(OWL)

等についても試みる予定である.
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